
【回答様式】社会活動制限（イベント）（1/1）（分野）社会活動 （項目）社会活動制限：第１期

○第10回神戸マラソンを延期し、感染拡大防止対策が可能なﾗﾝﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ等代替ｲﾍﾞﾝﾄの開催を模索

神戸マラソン

【教訓・課題】
①安全・安心にﾗﾝﾆﾝｸﾞを親しむ機会の創出
②提供ﾏﾗｿﾝ等への選手派遣・受入
③第10回神戸マラソンに向けての機運醸成

【有効であった対応】
①第10回神戸マラソン開催延期
②開催延期に伴うﾗﾝﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの実施することに
より幅広い層を対象としてﾗﾝﾆﾝｸﾞに楽しむ機会の創出

【今後の感染症に生かすこと】
医療従事者等、専門家の意見を聴取する機会の設定

体制・会議 開催時期 理由等

臨時総会（書面開催）
（R2.6.5）

R2.6

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの終息が見通せず、感染拡大のﾘｽｸ、医療救護ｽ
ﾀｯﾌやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌの確保が困難と判断したためR2.11.15に
予定していた第10回神戸マラソンを１年程度延期し、感染拡
大防止対策が可能な範囲での「ﾗﾝﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ」を開催し、次
年度の大会に繋げるｲﾍﾞﾝﾄを計画

ﾗﾝﾅｰ応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ R2.9～11
国や日本陸連によるｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを配慮しながら、安全・安心に
ﾗﾝﾆﾝｸﾞに親しむ機会を設けるため、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室やﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ等
を実施

ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ R2.11
ｱｼｯｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱が提供するﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ・ｱﾌﾟﾘと連携して
ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝを実施

次のとおり本大会の開催可否判断や代替ｲﾍﾞﾝﾄを行った。



【回答様式】社会活動制限（イベント）（1/1）（分野）社会活動 （項目）社会活動制限：第２期

○第10回神戸マラソンを再延期し、感染拡大防止対策が可能なﾗﾝﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ等代替ｲﾍﾞﾝﾄの開催を模索

神戸マラソン

【教訓・課題】
①より一層の安全・安心な大会の運営
②次年度に向けた機運醸成

【有効であった対応】
①安全・安心な大会を確実に実施することが困難で
あったため、第10回神戸マラソン開催再延期

②「ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室」「ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ」の開催により、
市民の意欲を高めること

【今後の感染症に生かすこと】
記載にあたり専門家等の意見を聴取

体制・会議 開催時期 理由等

臨時総会（書面開催）
（R3.5.28）

R3.5

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの今後の感染状況が見通せない中で、大会運営
に不可欠な医療救護ｽﾀｯﾌやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌの必要数の確保が困
難と判断し、R3.11.21に予定していた第10回神戸マラソン
を再延期し、感染拡大防止対策が可能な範囲での「ﾗﾝﾆﾝｸﾞｲ
ﾍﾞﾝﾄ」や「ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ」を開催し、次年度の大会に向けた機
運醸成を図るｲﾍﾞﾝﾄを計画

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室 R3.9～11
国や日本陸連によるｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを配慮しながら、安全・安心に
ﾗﾝﾆﾝｸﾞに親しむ機会を設けるため、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室やﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ等
を実施

ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ R3.11～12
ｱｼｯｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱が提供するﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ・ｱﾌﾟﾘと連携して
ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝを実施

次のとおり本大会の開催可否判断や代替ｲﾍﾞﾝﾄを行った。



【回答様式】社会活動制限（イベント）（1/1）（分野）社会活動 （項目）社会活動制限：第３期

○第10回神戸マラソンを再延期し、感染拡大防止対策が可能なﾗﾝﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ等代替ｲﾍﾞﾝﾄの開催を模索

神戸マラソン

【教訓・課題】
①より一層の安全・安心な大会の運営
②次年度に向けた機運醸成

【有効であった対応】
①安全・安心な大会を確実に実施することが困難で
あったため、第10回神戸マラソン開催再延期

②「ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室」「ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ」の開催により、
市民の意欲を高めること

【今後の感染症に生かすこと】
記載にあたり専門家等の意見を聴取

体制・会議 開催時期 理由等

臨時総会（書面開催）
（R3.5.28）

R3.5

新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽの今後の感染状況が見通せない中で、大会運営
に不可欠な医療救護ｽﾀｯﾌやﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌの必要数の確保が困
難と判断し、R3.11.21に予定していた第10回神戸マラソン
を再延期し、感染拡大防止対策が可能な範囲での「ﾗﾝﾆﾝｸﾞｲ
ﾍﾞﾝﾄ」や「ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ」を開催し、次年度の大会に向けた機
運醸成を図るｲﾍﾞﾝﾄを計画

ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室 R3.9～11
国や日本陸連によるｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを配慮しながら、安全・安心に
ﾗﾝﾆﾝｸﾞに親しむ機会を設けるため、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ教室やﾘﾚｰﾏﾗｿﾝ等
を実施

ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝ R3.11～12
ｱｼｯｸｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱が提供するﾌｨｯﾄﾈｽ・ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ・ｱﾌﾟﾘと連携して
ｵﾝﾗｲﾝﾏﾗｿﾝを実施

次のとおり本大会の開催可否判断や代替ｲﾍﾞﾝﾄを行った。



【回答様式】社会活動制限（イベント）（1/1）（分野）社会活動 （項目）社会活動制限：第４期

○新型コロナウイルス感染症対策等による安全・安心な大会運営を推進し、第10回神戸マラソンを開催

神戸マラソン

【教訓・課題】
①感染症の動向に合わせた適切な医事・救護計画
の策定やｽﾀｯﾌの配置が必要

②感染症の動向に合わせたｽﾀｰﾄﾌﾞﾛｯｸの再検討が必要
③感染症の動向に合わせたﾌﾛｰの再検討が必要
④集客ｲﾍﾞﾝﾄ再開に向けた警備計画の策定

【有効であった対応】
①感染症対策を反映した各種計画、ﾏﾆｭｱﾙ等を作成し、

それらに基づき大会運営を実施
②ｽﾀｰﾄﾌﾞﾛｯｸを拡大し、ﾗﾝﾅｰ密集を回避し、２万人の
検温を実施

③人命最優先の医事・救護計画に変更
④ｽﾀｰﾄﾌﾞﾛｯｸ拡大に伴う警備員配置・警備体制を確保

【今後の感染症に生かすこと】
安全・安心な大会運営の推進

〇神戸マラソンメディカル協議会における検討
〇スタートブロックの検討・計画
〇感染疑い者の対応フローの作成
〇重症事案への対応
〇警備体制の確保



（記載例）本部体制（1/1） （分野）体制 （項目）本部体制：第１期

○ 県危機管理指針等を活用し、庁内で危機管理体制を構築。適宜課題を共有し、迅速に対応を検討。
○ 対策本部への医療関係者の参画や網羅的な県独自の対処方針は対策全般が理解でき有用。

次のとおり体制を整備し会議等を開催本部運営体制等

体制・会議 初回開催
（本部設置日）

理由等

連絡会議（県危機管理指針に基づく）
計1回開催（R2.1）

R2.1.27
（同上）

国が新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽを指定感染症に指定する方針を示し
たことによる

警戒本部設置・会議（同上）
計５回開催（R2.1～２）

R2.1.28
（同上）

奈良県で近畿圏初の感染者が確認されたことによる

対策本部設置・会議（同上）
計38回開催（R2.3~R3.2）

R2.3.1
（同上）

本県初の感染者確認による
患者情報、相談窓口設置、積極的疫学調査等協議

【教訓・課題】
① 感染症対策や社会活動制限に対する専門家の助
言を得られる体制の確立

【有効であった対応】
①対策本部への医療関係者の参画（R2.3～）
②網羅的な県独自の対処方針の策定・更新
③体制強化を適切に実施

○体制の強化を随時実施
・R2.3～ 入院ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄｾﾝﾀｰ設置（CCC-hyogo）
・R2.4～ 宿泊療養対策窓口設置

【今後の感染症に生かすこと】
記載にあたり専門家等の意見を聴取


